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中
阪
雅
則
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
人
口
の
社
会
増
減
は
、
昨

年
か
ら
改
善
が
見
ら
れ
人
口
減
少
に
少
し
ず
つ
歯
止
め
が
か
か
っ
て
き

た
と
考
え
て
間
違
い
は
な
い
」
と
し
た
上
で
「
若
者
世
代
の
定
住
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
若
者
が
住
み
や
す
い
と
思
え
る
町
と
は
、
す
べ
て

の
世
代
の
人
が
住
み
や
す
い
と
感
じ
る
町
で
も
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

今
年
度
予
算
は
「
防
災
・
減
災
対
策
」
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
」
「
産
業
・
観
光
・
移
住
定
住
対
策
」
「
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
重
点
項
目
と
し
て
編
成
し
て
い
る
。

希
望
の
持
て
る
未
来

希
望
の
持
て
る
未
来
の
か
つ
ら
ぎ
町
を
目
指
し
て

の
か
つ
ら
ぎ
町
を
目
指
し
て

希
望
の
持
て
る
未
来
の
か
つ
ら
ぎ
町
を
目
指
し
て

予
算
の
重
点
施
策

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
置
き
本

町
の
情
報
を
効
果
的
に
発
信

す
る
、
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
戦

略
を
展
開
す
る
。

　

移
住
希
望
者
が
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
子
育
て
世
帯

等
を
対
象
と
し
た
「
地
域
優

良
賃
貸
住
宅
」
を
、
民
間
資

金
活
用
で
整
備
す
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
向
け
、
町
内
会

な
ど
に
出
向
く
出
張
サ
ポ
ー

ト
申
請
や
、
町
内
郵
便
局

（
大
谷
・
妙
寺
・
笠
田
・
渋
田
）

　

０
歳
か
ら
２
歳
の
第
１
子

お
よ
び
第
２
子
の
保
育
料
を

完
全
無
償
化
す
る
。

　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る

「
経
済
的
支
援
」
の
国
補
助

対
象
の
５
万
円
に
加
え
、
４

年
度
に
引
き
続
き
町
単
独
で

５
万
円
を
上
乗
せ
支
給
す
る
。

　

小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
充
実
の
た
め
教
育
用

ド
ロ
ー
ン
を
整
備
す
る
。

　

天
野
・
志
賀
・
新
城
の
３

地
区
で
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　

い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
と

し
て
、
各
種
団
体
も
実
施
で

き
る
と
と
も
に
、
年
齢
制
限

を
な
く
し
幅
広
い
年
代
の
交

流
を
可
能
と
し
た
。

　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
北
側

に
、
全
天
候
型
ト
ラ
ッ
ク
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
や
、
芝

生
広
場
、
砂
場
な
ど
を
整
備

す
る
。

の
４
局
で
申
請
を
受
け
付
け

る
。

内
に
公
民
館
を
設
置
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
天
野
グ
リ
ー
ン
店
跡

地
に
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」

を
整
備
す
る
用
地
を
確
保
す

る
。

ま
ち
づ
く
り

子
育
て
・
教
育

健
康
福
祉

中阪雅則町長中阪雅則町長中阪雅則町長

フルーツラインから見た三谷橋周辺フルーツラインから見た三谷橋周辺フルーツラインから見た三谷橋周辺
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グ
ラ
フ
は

一
般
会
計
予
算

　
　
　
　

だ
よ 歳出

102億
3000万円

議会費
1億378万円

総務費
15億2133万円

民生費
28億8774万円

衛生費
9億8978万円

土木費
9億1880万円

消防費
4億3843万円

教育費
8億9699万円

公債費
14億7038万円

その他
5億7157万円

農林水産業費
3億2222万円

商工費
１億893万円

福祉、介護、子育
てなど

町全般の管理事務
経費、選挙など

保健、ごみ・し尿
処理など

借り入れの返済金

財政は改善へ 重点は子育て支援
※万円未満は切り捨て

歳入
102億
3000万円

町税
19億8905万円

地方交付税
41億6500万円

地方消費税交付金
4億2560万円

国庫支出金
8億6174万円

県支出金
5億5665万円

寄附金
4億1661万円

繰入金
6億3369万円

諸収入
1億3698万円

町債
4億8600万円 その他

5億5862万円

ふるさと納税の寄
附金など

町民税・固定資産税など

消費税の税収のうち
市町村へ交付される

自治体の規模や財政
に応じて国から交付
される

保育や医療など
使い道の決まっ
た補助金

借入金

県からの補助金

0

2

4

6

8
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16

H29 H30 H31 R2 R3 R4

（億円）

財
政
調
整
基
金
残
高
の
推
移

　

令
和
４
年
度
末
の
基
金
残
高
見
込
額
は

14
億
９
２
３
６
万
円
と
な
り
、
令
和
３
年

度
末
か
ら
約
１
億
円
増
加
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
積
み
立
て
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
か
つ
ら
ぎ
基
金
」
の
活
用
と

行
財
政
改
革
が
財
政
の
改
善
に
寄
与
し
て

い
る
。 ふ

る
さ
と
納
税
が

　
　

基
金
改
善
に
寄
与

８億
４９７２万円 ８億

６１万円
６億
４２６６万円

８億
３４３７万円

１３億
８８４３万円

１４億
９２３６万円

議会だよりキャラクター
　『かきかあちゃん』
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　　　　かつらぎ西部公園北側の広場を多目的広場(全天候型300ｍトラック、
　　　ジョギングコース、芝生広場、砂場等)として整備する。
概要

かつらぎ西部公園整備事業

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園
整
備
完
了
へ

ＪＭＴ大作戦実行委員会

３月20日に開催されたイベント「みんなでマルシェ」（ＪＭＴ大作戦実行委員会と町教育委員会共催）

１億
4698万円

　

ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
良
く
、
芝
生

の
公
園
は
使
い
や
す
い
で
す
。
ペ
ッ

ト
禁
止
が
残
念
な
こ
と
と
駐
車
場
の

問
題
の
解
決
を
望
み
ま
す
。

芝
生
の
公
園
は
使
い
や
す
い

　

遊
具
が
無
い
公
園
で
も
、
ア
イ
デ

ア
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
か

ら
年
配
の
方
ま
で
、
楽
し
め
る
場
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

ア
イ
デ
ア
次
第

森永 恵梨さん
もりなが    え り

表具 恵子さん
ひょうぐ  けい  こ

亀田 枝里子さん
かめ  だ　  え　り　こ

峯岡 かずみさん
みねおか

　

か
つ
ら
ぎ
西
部
公
園

に
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
た
。

　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
使

用
料
の
年
間
予
算
２
２
４
４

万
円
の
積
算
内
訳
は
。
町
内

町
外
の
利
用
者
見
込
数
は
。

生
涯
学
習
課
長　

年
間
２
万

５
０
０
０
人
を
見
込
み
、
町

内
は
７
５
０
０
人
、
５
７
０

万
円
。
町
外
は
１
万
７
５
０

０
人
、
１
６
７
４
万
円
。

問
　
　
　

町
民
の
利
用
者
が
30

％
満
た
な
い
中
、
よ
り
多
く

の
町
民
に
利
用
し
て
も
ら
う

よ
う
ど
ん
な
取
り
組
み
を
進

め
る
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

高
齢
者
が

９
割
な
の
で
、
子
ど
も
か
ら

65
歳
ま
で
の
利
用
者
を
増
や

す
た
め
、
学
校
や
公
民
館
な

ど
で
利
用
の
案
内
を
勧
め
た

い
。 問

西飯降
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5

出産・子育て応援事業
概要

幅広い年代のサロン事業に

子育て支援を充実

安井 愛梨さん
やす い    あい り

安井 咲優香ちゃん（左）
やす い      さ　ゆ　か

安井 結郁和ちゃん（右上）
やす い      ゆ　い　な

安井 維久翔ちゃん（右下）
やす い      い　く　と

恋中 多喜子さん
こいなか　た　き　こ

湯川 眞喜子さん
ゆ かわ　 ま　き　こ

　

月
２
回
活
動
し

て
い
ま
す
。
年
齢

が
撤
廃
に
な
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代

と
の
交
流
を
期
待
。

他
サ
ー
ク
ル
と
の

つ
な
が
り
も
検
討

い
た
し
ま
す
。

交
流
を
期
待

1354万円

利用者負担額（保育料）
無償化による子育て支援事業

1899万円

いきいきサロン事業

　　　　交流の輪を幅広い年代に広げ、同様の事業を行う老人クラ
　　　ブなどの他団体に補助を行うことができるように拡充。
概要

イメージ写真イメージ写真イメージ写真

442万円

ひまわりの会

笠田東 

　

経
済
的
支
援
に
よ
り
安
心
し
て
出

産
か
ら
子
育
て
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
る
の
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
く

う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
た
く
う
れ
し
い

三つ葉会（丁ノ町）サロンの風景三つ葉会（丁ノ町）サロンの風景三つ葉会（丁ノ町）サロンの風景

　　　　①全ての妊婦・子育て家庭
　　　に対して、保健師を中心に寄
り添う支援を行う。
②経済的支援として妊婦５万円、出
産後乳児に10万円（うち５万円は
町の上乗せ）を支給。
③０～２歳の保育料を全て無償にす
る。
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魅力ある寄附金の返礼品

さらに充実  利用率の高いあじさいホール

　　　　１件5000円以上の寄附者を対象に、地元特産品等   
　　　を贈呈し感謝の意を表するとともに、ふるさとかつら
ぎ寄附金の推進を図り、地元特産品のＰＲを行う。

概要

ふるさとかつらぎ寄附金特産品送付事業

　　　　経年劣化により、故障または故障の恐れがある舞台吊物機構な
　　　どの設備について、令和５年度から令和８年度までの４年間で計
画的に改修を行う。

概要

総合文化会館改修事業

ほりにし（スパイス）

こめ油

スカルプＤ
（薬用シャンプー）

ふるさとチョイス

ふるなび

楽天ふるさと納税

山部 太佳子教諭
 やま べ　  た　か　こ
妙寺中学校

かつらぎカヌレ（洋菓子）かつらぎカヌレ（洋菓子）かつらぎカヌレ（洋菓子）

２億
9557万円

二次元コードを読み取ると町の返礼品が見れる

１億
816万円

築29年の総合文化会館築29年の総合文化会館築29年の総合文化会館

　

「
音
返
し
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
今
年
で
11
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
環
境
で
演
奏
で

き
る
こ
と
は
、
と
て
も

貴
重
な
経
験
で
す
。

素
晴
ら
し
い
環
境

お
ん

フルーツ



議会だよりかつらぎ
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7

　　　　 空き家の不良度など状態を明らかに
　　　し、利活用や除却を促進するともに個別
に相談が受けられる窓口体制を整える。

概要

命の水　整備へ
下志賀地区飲料水供給施設整備事業

　　　　下志賀地区
　　　へ飲料水供給
施設を設置し、下志
賀地区および隣接す
る日高地区の一部へ
の給水を行う。

概要

1000件の空き家どうする？

問

し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た

い
。
調
査
は
、
職
員
が
区
長
、

町
内
会
長
に
協
力
を
依
頼
し
、

地
図
に
落
と
し
込
み
、
委
託

業
者
が
現
地
調
査
を
行
い
判

定
す
る
。

空き家対策事業 1390万円

下

イメージ写真イメージ写真イメージ写真

南岡 建榮さん
みなみおかのぶひで

志賀

　

４
〜
５
年
前
に
要
望

し
、
今
年
度
事
業
開
始

す
る
こ
と
は
大
変
有
難

い
で
す
。
志
賀
地
区
の

生
活
環
境
の
改
善
を
願

い
ま
す
。

大
変
あ
り
が
た
い

１億
6500万円

測量中の現場（下志賀）測量中の現場（下志賀）測量中の現場（下志賀）

　
　
　

前
回
の
自
治
区
長
に

よ
る
空
き
家
調
査
の
成
果
と

課
題
は
。

【
企
画
公
室
長
】　

平
成
28
年

実
施
で
２
９
１
件
。
今
回
の

基
礎
資
料
と
し
て
活
用
。
調

査
結
果
は
全
地
域
で
な
く
統

計
的
に
見
れ
ば
１
０
０
０
件

ぐ
ら
い
で
実
態
と
乖
離
し
て

い
る
。
で
き
る
だ
け
洗
い
出

か
い  

り
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民
間
資
金
で
賃
貸
住
宅
を
整
備

　
　
　
　

移
住
希
望
者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
受
け

　
　
　
　

入
れ
住
宅
が
少
な
い
状
況
な
の
で
、
子
育
て
世
帯

　
　
　
　

等
を
対
象
と
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
公
共
施
設
等
の
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
お
よ

び
技
術
的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
）
事
業
と
し
て
整
備

す
る
。

概要

　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
で
、
将
来
も

含
め
町
の
負
担
は
ど
う
な
る

の
か
。

企
画
公
室
長　

本
年
度
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
が
可
能
か
ど

う
か
の
調
査
・
検
討
を
行
う
。

導
入
が
可
能
と
な
れ
ば
、

※

Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
で
の
導
入
を

想
定
し
て
い
る
。

　

建
設
は
事
業
費
も
含
め
て

事
業
者
が
行
い
、
完
成
後
に

所
有
権
を
町
に
移
転
し
、
事

業
費
の
50
％
の
補
助
金
が
国

か
ら
町
に
入
金
さ
れ
、
事
業

者
に
支
払
う
。
建
設
費
の
50

％
は
国
庫
補
助
金
で
、
残
り

50
％
は
町
が
毎
年
返
済
す
る

こ
と
に
な
る
。
返
済
の
間
の

家
賃
は
町
に
入
る
の
で
、
そ

問

　
　
　

整
備
後
の
運
営
や
維

持
管
理
費
は
ど
う
な
る
の
か
。

企
画
公
室
長　

Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式

で
は
、
運
営
や
維
持
管
理
の

町
の
負
担
は
な
い
。

問 れ
を
返
済
に
充
て
る
こ
と
で

町
の
負
担
が
ゼ
ロ
か
、
わ
ず

か
と
な
る
の
が
望
ま
し
い
。

　
　
　

雑
誌
２
誌
へ
の
掲
載

と
い
う
の
は
ど
う
い
う
も
の

か
。

企
画
公
室
長　

雑
誌
の
１
ペ

ー
ジ
を
使
っ
た
全
面
広
告
に

な
る
。

問

※
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
と
は

　

民
間
事
業
者
が
施
設

を
建
設
し
、施
設
完
成
直

後
に
公
共
に
所
有
権
を

移
転
し
、民
間
事
業
者
が

維
持
管
理
お
よ
び
運
営

を
行
う
。

概要

　
　
　
　

町
の
情
報
発
信
に
は
、
広
報
紙
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　

の
掲
載
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
の
提
供

　
　
　
　

を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
町
外
・
県
外
で
の
知
名

度
が
低
い
た
め
、
新
聞
や
雑
誌
等
の
紙
媒
体
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
効
果
的
に
活
用
し
た
情
報
発
信
に
、
専
門
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
置
い
て
今
ま
で
に
な
い
視
点
や
発
想
に
よ
る

効
果
的
な
広
報
活
動
を
実
施
し
、
関
係
人
口
の
増
加
を
図
る
。

土井 富久子 理事長
 ど　い　  ふ　く　こ

　

フ
ル
ー
ツ
王
国
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
全
国
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
果
物
を
お
届
け
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

魅
力
発
信
に
期
待 特定非営利活動法人

かつらぎフルーツ王国振興公社

新たな
メディア戦略で
　情報発信を

雑誌に掲載された観光協会の広告



　

郵
便
局
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
手
伝
い
し
ま
す

議会だよりかつらぎ
2023.5.1　97号

予算審議

9

　
　
　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
ど
う
な
る
の
か
。
情
報
漏

洩
時
の
対
応
は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
情

報
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

漏
洩
し
た
情
報
の
公
表
と
対

策
を
明
ら
か
に
す
る
。

町
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
す
る
か
し
な
い
か
は
、
住

民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に

よ
る
。

問

木村 嘉孝 局長
き　むら　よしたか
かつらぎ笠田郵便局

概要

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ

　
　
　
　

ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　

普
及
率
は
令

和
４
年
12
月
末
で
56
・

３
％（
９
０
８
２
枚
）。

令
和
６
年
度
末
ま
で
に

未
交
付
者
５
０
０
０
人

に
発
行
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
、
令
和
５
年
度

は
半
数
の
２
５
０
０
人

の
交
付
を
目
指
す
。
入

所
施
設
や
町
内
会
で
の

出
張
サ
ポ
ー
ト
申
請
や

町
内
郵
便
局
（
大
谷
・

妙
寺
・
笠
田
・
渋
田
）

で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

概要

　
　
　
　

令
和
５
年
度

　
　
　
　

以
降
の
新
型

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

５
年
度
の
予
算
編
成
時

に
、
国
か
ら
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
高
齢
者
の
接
種

１
回
分
の
予
算
を
計
上

し
た
。

マイナンバーカードマイナンバーカード
の普及は　の普及は　

マイナンバーカード
の普及は　

マイナンバーカード
の普及は　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　

高
齢
者
接
種
を
予
算
化

　
　
　

令
和
５
年
度
の
実
施

計
画
は
。

健
康
推
進
課
長　

国
は
予
防

接
種
無
料
を
、
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
延
長
し
た
。
５

月
８
日
か
ら
高
齢
者
と
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
か
ら
接
種
を

開
始
す
る
。
秋
以
降
は
５
歳

児
以
上
の
人
に
対
し
１
回
接

種
を
実
施
す
る
。

問
概要

　
　
　
　

笠
田
中
ほ
場

　
　
　
　

地
に
お
け
る

　
　
　
　

企
業
用
地
の

用
地
買
収
予
算
は
、
未

収
用
地
が
あ
る
の
で
令

和
５
年
度
に
繰
り
越
さ

れ
た
。

笠
田
中
企
業
誘
致
の
用
地
買
収
は

諾
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は
約

60
％
。
繰
越
明
許
を
行
う
が
、

執
行
で
き
な
い
場
合
は
不
用

額
と
な
る
。
そ
う
な
る
と
令

和
６
年
度
予
算
で
再
度
予
算

を
組
む
。
農
振
地
域
の
適
用

除
外
に
約
１
年
、
そ
の
後
、

農
地
の
宅
地
転
用
と
開
発
許

可
の
申
請
を
行
う
。
申
請
に

は
具
体
的
な
事
業
内
容
が
必

要
。

　
　
　

買
収
の
状
況
と
事
業

の
見
通
し
は
。

産
業
観
光
課
長　

現
在
、
内

問

イメージ写真イメージ写真イメージ写真

薬局に設置されているマイナンバーカード読み取り機薬局に設置されているマイナンバーカード読み取り機薬局に設置されているマイナンバーカード読み取り機



　

普
通
免
許
で
運
転
可
能

な
車
で
は
、
大
き
な
火
災

発
生
時
に
十
分
な
対
応
が

難
し
い
。
免
許
取
得
に
公

的
補
助
を
求
め
ま
す
。

公
的
補
助
を
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機
動
隊
の
消
防
車
は

準
中
型
免
許
が
な
い
と
運
転

で
き
な
い
。
今
後
、
現
在
の

団
員
が
退
団
し
、
新
入
団
員

が
増
え
れ
ば
、
普
通
免
許
し

か
持
た
な
い
団
員
が
増
加
す

問

　
　
　

ど
の
よ
う
な
成
果
を

期
待
し
て
い
る
か
。

教
育
総
務
課
長　

問
題
解
決

能
力
の
向
上
、
人
生
と
社
会

づ
く
り
に
生
か
す
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
を
期
待
し

て
い
る
。

問

　
　
　

ド
ロ
ー
ン
操
縦
に
お

い
て
の
安
全
対
策
は
。

教
育
総
務
課
長　

安
全
に
操

縦
す
る
た
め
の
練
習
を
ま
ず

行
い
、
目
の
保
護
の
観
点
か

ら
、
ゴ
ー
グ
ル
の
装
着
や
、

髪
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

髪
を
束
ね
る
な
ど
の
対
策
を

考
え
て
い
る
。
ま
た
飛
行
エ

リ
ア
と
操
縦
エ
リ
ア
を
完
全

に
分
け
て
行
い
、
飛
行
中
は

座
り
こ
ま
な
い
な
ど
徹
底
し

た
対
策
を
施
し
た
い
。

問

る
恐
れ
が
あ
る
。
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

危
機
管
理
課
長　

ポ
ン
プ
車

の
在
り
方
と
と
も
に
消
防
団

と
協
議
し
て
い
く
。

学校で使用するドローン学校で使用するドローン学校で使用するドローン

ドローンを活用した
　　　教育って？

概要

　
　
　
　

令
和
４
年
度

　
　
　
　

か
ら
ド
ロ
ー

　
　
　
　

ン
を
活
用
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
５
台
を
65

台
に
増
や
し
、
操
縦
体

験
な
ど
も
行
う
。

山田 真稔 前校長
やま  だ　 まさとし

　

自
分
た
ち
で
操
作
す
る

楽
し
み
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
自
分
で
考
え
る
楽
し

み
が
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
す
ご
く
良
い
体
験

で
す
。

自
分
で
で
き
る
楽
し
み

梁瀬小学校

概要

　
　
　
　

自
動
車
運
転
免
許
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
消
防

　
　
　
　

自
動
車
の
中
に
は
準
中
型
免
許
を
必
要
と
す
る

　
　
　
　

も
の
が
で
て
き
た
。
町
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

準
中
型
免
許
が
必
要
な

　
　
　
　

消
防
車
の
運
転
は

下垣内 泰貴 さん
しもがい と　やすたか

御所

準中型免許が必要な消防自動車準中型免許が必要な消防自動車準中型免許が必要な消防自動車
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外
部
指
導
者
と
教
員

と
の
情
報
共
有
は
。

教
育
総
務
課
長　

当
面
は
教

員
も
一
緒
に
指
導
を
行
う
。

学
校
、
教
員
、
指
導
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ

か
り
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
問
題

を
解
決
し
た
い
。

問
　
　
　

地
域
移
行
は
、
部
活

動
の
全
て
を
地
域
に
移
行
す

る
計
画
の
一
環
な
の
か
。

教
育
長　

今
後
、
令
和
５
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
に

は
、
段
階
的
に
移
行
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
３

年
間
の
取
り
組
み
の
検
証
を

し
っ
か
り
と
し
た
中
で
、
令

和
８
年
度
か
ら
全
部
の
ク
ラ

ブ
を
地
域
に
も
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問

　
　
　

ど
の
よ
う
な
事
業
を

展
開
す
る
考
え
か
。

生
涯
学
習
課
長　

文
化
財
拠

点
施
設
と
し
て
天
野
の
旧
Ｊ

Ａ
支
所
を
歴
史
民
俗
資
料
館

に
し
た
い
。
隣
の
ゆ
ず
り
葉

と
連
携
し
て
学
習
会
な
ど
を

行
う
。
運
営
委
員
会
を
設
置

し
、
職
員
を
配
置
す
る
こ
と

を
考
え
る
。

問

　
　
　

国
の
人
件
費
補
助
は

ず
っ
と
必
要
。
ア
ス
リ
ー
ト

が
引
退
し
た
後
の
仕
事
と
し

て
成
り
立
つ
よ
う
に
し
、
人

件
費
は
上
乗
せ
す
べ
き
。

教
育
長　

地
域
に
よ
っ
て
ア

ス
リ
ー
ト
数
が
全
く
違
う
。

国
や
県
の
人
材
バ
ン
ク
が
あ

れ
ば
あ
り
が
た
い
。
人
件
費

の
引
き
上
げ
は
検
討
し
た
い
。

問

　
　
　
　

本
町
は
地
域
に
部
活
動
を
移
行
す
る
推
進
事
業
の

　
　
　
　

研
究
指
定
を
国
か
ら
受
け
、
令
和
３
年
度
か
ら
実

　
　
　
　

施
。
休
日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
課
題
に
は
、
生
徒
の
減
少
と
そ
れ

に
伴
う
運
動
ク
ラ
ブ
の
種
類
の
少
な
さ
が
あ
る
。
現
時
点
で

は
、
生
徒
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
指
導
者
の
意
欲
と
の
間

に
も
課
題
が
あ
る
。

概要

中学校の部活動は
　　どうなっていくの？

概要

　
　
　
　

裂
け
や
す
い

　
　
　
　

と
い
う
意
見

　
　
　
　

を
踏
ま
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

破
れ
に
く
い
可
燃
性
ご
み
袋
へ

歴
史
民
俗
資
料
館
設
置
へ

　
　
　

ご
み
袋
は
ど
う
改
善

し
た
の
か
。

環
境
課
長　

袋
の
厚
み
を

０
・
０
３
５
㎜
か
ら
０
・
０

４
㎜
に
変
更
し
た
。
引
っ
張

り
の
強
さ
の
改
善
。
触
っ
て

も
ら
う
と
厚
み
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

問

田畑 和也 さん
 た ばた  かず  や

笠田東

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
有
難

い
。
動
物
が
袋
を
破
っ
て

荒
し
困
る
こ
と
も
多
い
。

厚
み
が
増
す
こ
と
で
減
れ

ば
嬉
し
い
。

袋
の
厚
み
に
期
待

旧ＪＡ天野グリーンセンター旧ＪＡ天野グリーンセンター旧ＪＡ天野グリーンセンター
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令
和
４
年
10
月
１
日
か

ら
医
療
費
の
２
割
負
担
が

導
入
さ
れ
、
２
割
負
担
の

被
保
険
者
は
４
４
１
人
で

12
・
４
％
と
な
っ
た
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

定
着
し
て
も
年
齢
で
区
別

す
る
究
極
の
差
別
制
度
。

廃
止
し
な
い
と
高
齢
者
は

安
心
で
き
な
い
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

討 

論

討 

論

討 

論

一
般
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

特
別
会
計

後
期
高
齢
者

医
療
事
業

特
別
会
計

　

全
て
の
子
ど
も
に
施
策

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
。
た
だ
し
町

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
積

極
的
に
推
進
し
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
に
も
前
の
め
り
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
基
本
的
人

権
を
守
ら
な
い
。
い
ず
れ

大
き
な
問
題
に
直
面
す
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

予
算
の
特
徴
は
、
少
子

化
対
策
の
こ
ど
も
園
利
用

者
負
担
額
無
償
化
に
よ
る

子
育
て
支
援
。
未
来
の
本

町
を
占
う
重
要
事
業
「
地

域
優
良
賃
貸
住
宅
整
備
」

「
メ
デ
ィ
ア
戦
略
推
進
」

は
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た

事
業
で
あ
り
、
素
晴
ら
し

い
構
想
に
期
待
。

《
賛
成
》
藤
本
憲
一
議
員

　

県
は
令
和
９
年
度
の
保

険
税
統
一
を
先
延
ば
し
に

し
、
統
一
す
る
た
め
の
推

計
も
な
い
。
１
人
当
た
り

の
税
額
が
13
万
７
９
０
０

円
。
負
担
が
重
い
。
協
会

け
ん
ぽ
並
み
の
保
険
料
に

す
べ
き
。
本
町
は
均
等
割

や
世
帯
割
り
の
軽
減
を
考

え
る
べ
き
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

保
険
税
の
算
定
方
法
の

見
直
し
や
、
資
産
割
と
所

得
割
の
割
合
を
段
階
的
な

移
行
お
よ
び
計
画
的
な
基

金
の
繰
り
入
れ
に
よ
る
激

変
緩
和
措
置
で
、
被
保
険

者
へ
の
負
担
軽
減
さ
せ
る

対
応
は
理
解
で
き
る
。
制

度
が
安
定
的
に
運
営
さ
れ

る
こ
と
を
切
望
す
る
。

《
賛
成
》
大
山
希
世
議
員

　

予
算
は
、
被
保
険
者
数

お
よ
び
医
療
費
の
増
加
に

伴
い
、
前
年
比
増
額
予
算

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

現
役
世
代
の
負
担
は
さ
ら

に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、

高
齢
者
医
療
制
度
の
役
割

は
大
き
い
も
の
と
な
り
、

当
該
制
度
の
安
定
運
営
を

願
う
。

《
賛
成
》
山
下
慎
二
議
員

　

県
内
で
も
高
い
水
準
の

介
護
保
険
料
だ
が
、
基
準

額
の
第
５
段
階
で
減
額
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
介

護
保
険
事
業
計
画
お
よ
び

高
齢
者
福
祉
計
画
を
踏
ま

え
、
介
護
予
防
や
重
症
化

予
防
に
取
り
組
み
つ
つ
も
、

将
来
に
わ
た
り
、
安
定
し

た
制
度
の
維
持
を
望
む
。

《
賛
成
》
滝
ノ
上
万
記
議
員

介
護
保
険
事

業
特
別
会
計

　

誰
が
考
え
て
も
80
万
円

の
年
金
収
入
に
対
し
８
万

２
２
０
０
円
の
保
険
料
の

負
担
は
重
く
、
高
齢
者
の

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

国
に
よ
る
受
給
範
囲
を
さ

ら
に
狭
め
、
負
担
を
増
や

す
動
き
は
止
ま
ら
な
い
。

国
庫
負
担
を
増
や
す
べ
き
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

令和５年度予算に対する採決状況（賛否が分かれた予算は９会計中４会計）

会　　計　　名
議員名

結果

大　

山

表　

具

山　

下

滝
ノ
上

羽　

根

中　

谷

藤　

本

新　

堀

浦　

中

大　

原

東　

芝

松　

岡

溝　

北

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○×○－

○○○○○○○○○○×○－

11対1で可決

11対1で可決

11対1で可決

11対1で可決

一般会計

国民健康保険事業特別会計

後期高齢者医療事業特別会計

介護保険事業特別会計

令
和
５
年
度
予
算

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

賛
否
が
分
か
れ
る
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子どもの保育料を完全無償化に
　
　
　

無
償
化
に
よ
る
収
入

減
は
い
く
ら
か
。
県
内
で
無

償
化
し
て
い
る
自
治
体
名
は
。

教
育
総
務
課
長　

合
計
で
１

９
３
６
万
５
０
０
０
円
。
無

償
化
し
て
い
る
自
治
体
は
高

野
町
、
紀
美
野
町
、
広
川
町
、

古
座
川
町
の
４
自
治
体
。

問

　
　
　

制
度
に
つ
い
て
調
査

研
究
す
る
規
定
が
な
ぜ
削
除

さ
れ
た
の
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
わ
る
個
人
情
報
の
削

除
を
求
め
る
と
削
除
し
て
も

ら
え
る
の
か
。

総
務
課
長　

４
月
１
日
以
降
、

こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
法
律

上
受
容
さ
れ
て
い
な
い
の
で

削
除
す
る
。
法
令
に
違
反
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、

も
し
く
は
情
報
が
明
ら
か
に

誤
っ
て
い
る
場
合
の
み
削
除

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
長　

今
ま
で
と
違
う
点
は

問

３月会議

１件
11件
９件
８件
２件
1件
1件
７人

3月会議（2/27～3/22）
専 決 処 分
補 正 予 算
新年度予算
条 例
事 件 議 決
陳 情
意 見 書
一 般 質 問

　

３
月
会
議
で
は
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例

の
一
部
改
正
や
新
た
な
公
民
館
設
置
の
条
例
の
一
部
改
正
、
平

和
祈
念
像
と
平
和
祈
念
館
の
設
置
条
例
、
保
育
料
を
完
全
に
無

償
に
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議

し
た
。
１
議
案
を
除
き
条
例
案
等
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育
料
が
無
償
に

　
　
　
　

令
和
５
年
度
か
ら
０
歳
〜
２
歳
ま
で
の
保
育
料
を

　
　
　
　

第
１
子
か
ら
無
償
に
す
る
。
町
は
３
月
会
議
で
ま

　
　
　
　

ず
第
２
子
の
分
を
無
償
に
す
る
と
し
て
い
た
が
、

財
源
の
見
通
し
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
条
例

改
正
と
追
加
補
正
を
行
い
無
償
に
踏
み
切
っ
た
。

概要

教
育
・
保
育
の
利
用
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

調
査
研
究
の
権
限
が
削
除

　
　
　
　

議
会
の
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定
等
を
受
け
、

　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
改
正
に

　
　
　
　

よ
り
「
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」
の
、

制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
建
議
す
る
権
限
が
削
除
さ
れ
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

概要

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
条
例
の
一
部
改
正

多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
不

具
合
が
あ
る
場
合
は
、
国
に

意
見
を
あ
げ
た
い
。

討 

論

討 

論

討 

論

　

自
治
体
が
保
有
す
る
個

人
情
報
に
対
し
、
誤
り
が

な
け
れ
ば
削
除
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
審
査

会
の
「
情
報
公
開
制
度
及

び
個
人
情
報
保
護
制
度
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
建
議

す
る
」
と
い
う
権
限
も
削

ら
れ
た
。
納
得
で
き
な
い
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

賛否が分かれた議案(３月会議）

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対

件　　　　　名
議員名

結果

大　

山

表　

具

山　

下

滝
ノ
上

羽　

根

中　

谷

藤　

本

新　

堀

浦　

中

大　

原

東　

芝

松　

岡

溝　

北

○×○○○○○○○○×○－10対２で可決
かつらぎ町情報公開・個人情報
保護審査会条例の一部を改正す
る条例制定について

イメージ写真イメージ写真イメージ写真
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平
和
祈
念
像
施
設
と
平
和
祈
念
館

　
　
　
　

平
和
祈
念
像
施
設
と
平
和
祈
念
館
を
町
有
財
産
と

　
　
　
　

し
て
管
理
運
営
を
行
う
条
例
制
定
。
平
和
祈
念
像

　
　
　
　

は
昭
和
30
年
に
計
画
が
立
て
ら
れ
、
完
成
し
た
の

が
昭
和
45
年
。
平
和
祈
念
館
は
昭
和
63
年
に
建
築
確
認
が
行

わ
れ
、
同
年
完
成
し
て
い
る
。

概要

平
和
祈
念
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
制
定

　
　
　

町
有
財
産
と
し
て
提

案
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

昭
和
30
年
に
妙
寺
町
の
有
志

に
よ
り
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。

当
初
の
会
長
は
町
長
、
名
誉

会
長
に
県
知
事
、
顧
問
に
衆

議
院
議
員
な
ど
が
名
前
を
連

ね
て
い
た
。
昭
和
36
年
に
は

平
和
祈
念
像
建
設
を
町
営
事

業
と
し
、
議
会
は
特
別
委
員

会
を
設
置
し
て
い
る
。
平
和

祈
念
館
設
置
以
後
、
管
理
運

営
を
行
っ
て
い
た
財
団
法
人

平
和
祈
念
協
会
は
、
平
成
26

年
に
解
散
し
任
意
団
体
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
館
の

管
理
責
任
が
不
明
確
に
な
っ

た
。
以
上
の
よ
う
な
経
過
を

踏
ま
え
、
町
は
平
和
祈
念
協

会
と
協
議
を
進
め
、
平
和
祈

念
像
施
設
と
平
和
祈
念
館
を

町
の
所
有
と
し
、
条
例
制
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問

　
　
　

平
和
祈
念
像
に
関
わ

る
行
事
に
は
、
世
界
平
和
を

願
う
こ
と
や
、
戦
没
者
の
慰

霊
、
新
入
学
児
の
健
や
か
な

成
長
を
お
祈
り
す
る
な
ど
、

宗
教
色
の
濃
い
行
事
が
行
わ

れ
て
き
た
。
政
教
分
離
の
原

則
か
ら
、
宗
教
行
事
な
ど
に

関
係
す
る
設
備
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長　

行
事
は
昨

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。

賽
銭
箱
や
地
蔵
菩
薩
な
ど
、

そ
の
よ
う
な
も
の
は
撤
去
し

て
い
る
。

問
　
　
　

施
設
を
見
て
も
何
も

変
わ
り
は
な
く
、
町
の
施
設

に
な
っ
た
こ
と
も
分
か
ら
な

い
。
建
設
か
ら
今
日
ま
で
の

経
緯
も
含
め
、
町
の
財
産
と

問

　
　
　

平
和
祈
念
像
施
設
に

つ
い
て
は
総
点
検
す
べ
き
。

平
和
祈
念
館
は
、
公
園
内
に

あ
る
の
で
今
後
は
親
子
で
遊

べ
る
プ
レ
イ
ル
ー
ム
的
な
役

な
っ
た
こ
と
や
、
施
設
の
活

用
な
ど
が
分
か
る
よ
う
な
看

板
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

が
。

町
長　

周
辺
の
状
況
や
過
去

の
経
緯
も
踏
ま
え
、
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
か
考
え
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
し
っ
か
り

周
知
す
る
。

問

割
を
も
つ
よ
う
検
討
し
て
ほ

し
い
。

副
町
長　

平
和
祈
念
像
が
建

設
さ
れ
て
か
ら
60
年
以
上
が

経
つ
の
で
、
点
検
を
実
施
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
。

平
和
祈
念
館
は
今
後
、
提
案

も
含
め
活
用
方
法
を
整
理
し

て
示
し
て
い
き
た
い
。

参
事（
建
設
・
産
業
担
当
）　

祈
念
像
の
図
面
が
な
い
の
で

図
面
を
作
成
し
た
上
で
構
造

計
算
を
し
て
い
き
た
い
。西山 惠修 会長

にしやま  けいしゅう

　

以
前
か
ら
長
年
思
っ
て

い
た
こ
と
が
や
っ
と
実
現

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
の

平
和
を
願
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

や
っ
と
実
現

平和祈念協会

平和祈念施設平和祈念施設が町財産町財産に平和祈念施設が町財産に

平和祈念像平和祈念像平和祈念像

平和祈念館平和祈念館平和祈念館
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地
域
要
望
が
あ
っ
た

と
の
議
案
説
明
だ
っ
た
が
、

い
つ
、
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う

な
内
容
か
。
公
民
館
が
11
館

と
増
え
る
中
ど
の
よ
う
な
運

営
を
す
る
の
か
。
人
口
の
多

い
地
区
少
な
い
地
区
な
ど
地

域
実
態
を
踏
ま
え
た
公
民
館

運
営
は
。

生
涯
学
習
課
長　

令
和
３
年

２
月
と
４
月
に
新
城
地
区
と

天
野
地
区
か
ら
、
集
落
支
援

員
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
公
民

館
主
事
の
配
置
要
望
が
あ
り
、

そ
の
後
志
賀
地
区
か
ら
も
同

様
の
要
望
が
あ
っ
た
。
各
館

に
館
長
、
主
事
、
管
理
人
を

配
置
し
て
笠
田
・
妙
寺
公
民

館
に
は
主
事
を
２
人
配
置
し

て
い
る
。
大
規
模
館
と
小
規

模
館
に
分
け
て
協
議
し
、
全

体
協
議
で
調
整
し
て
い
る
。

問 ３
公
民
館
に
主
事
を
配
置

　
　
　
　

昨
年
度
の
準
備
を
経
て
天
野
公
民
館
の
移
設
な
ら

　
　
　
　

び
に
志
賀
公
民
館
、
新
城
公
民
館
を
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
　
　

地
域
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
３
公
民
館
に

は
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
公
民
館
主
事
が
配
置
さ
れ
る
。

概要

町
立
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

鍛治 二郎 主事
か　じ　  じ ろう

　

地
域
か
ら
の
要
望
が
よ

う
や
く
実
現
し
ま
し
た
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

み
ん
な
が
集
え
る
場
所
が

で
き
て
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

み
ん
な
が
集
え
る
場
所

新城公民館

　
　
　

厚
生
文
教
常
任
委
員

会
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
き
た
の
か
。
大
規
模
館
も

さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
べ
き
で

は
。

生
涯
学
習
課
長　

令
和
４
年

度
予
算
で
天
野
公
民
館
の
主

事
を
３
人
に
増
員
す
る
よ
う

説
明
し
て
き
た
。

教
育
長　

住
民
に
よ
る
住
民

の
た
め
の
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
拠
点
を
公
民
館
と
位
置

付
け
て
い
る
。
大
規
模
館
で

は
館
長
、
運
営
委
員
会
が
地

域
の
声
を
聴
い
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
問
題

な
く
運
営
で
き
て
い
る
。

問

　
　
　

人
口
規
模
の
大
き
い

大
型
館
で
は
、
住
民
の
声
や

要
望
を
把
握
す
る
に
は
主
事

２
人
で
は
不
十
分
で
は
な
い

か
。

生
涯
学
習
課
長　

大
型
館
の

運
営
は
、
管
理
人
も
運
営
に

関
わ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
当

課
か
ら
応
援
し
て
い
る
。

問

保育士配置基準の引き上げと
　　　保育予算の増額を求める
　　　　　　  　　意見書可決

　

提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
。
審
議

の
結
果
、
陳
情
は
全
員

賛
成
で
採
択
さ
れ
、
議

員
提
案
で
本
会
議
に
意

見
書
案
が
提
出
さ
れ
た
。

意
見
書
は
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

国
に
提
出
さ
れ
た

　
　

意
見
書
要
旨

　

保
育
所
の
職
員
配
置

の
最
低
基
準
は
戦
後
か

ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、
１
・
２
歳
児

は
半
世
紀
以
上
、
４
・

５
歳
児
は
１
９
４
８
年

に
基
準
が
定
め
ら
れ
て

か
ら
一
度
も
見
直
さ
れ

て
い
な
い
。
劣
悪
な
保

育
士
配
置
の
最
低
基
準

を
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
保
育
予
算
の
大
幅

な
増
額
が
必
要
で
あ
る
。

天野・志賀・新城公民館天野・志賀・新城公民館を設置設置天野・志賀・新城公民館を設置天野・志賀・新城公民館を設置

公民館が設置された新城地域交流センター公民館が設置された新城地域交流センター公民館が設置された新城地域交流センター

「
保
育
士
配
置
の
最
低
基
準
の
引
き
上
げ
と
保
育
予
算
の
大
幅

な
増
額
を
求
め
る
」
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
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本
町
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
２
年
間
、
町
の
知
名
度
を

上
げ
る
た
め
、
四
季
折
々
の

か
つ
ら
ぎ
町
の
見
所
を
２
つ

の
雑
誌
（
全
国
誌
）
に
毎
月

載
せ
る
事
業
を
実
施
。
広
告

は
１
ペ
ー
ジ
全
部
を
使
う
。

　

さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
を
強
化
す
る
。

　

東
京
の
会
社
に
事
業
を
委

託
。
事
業
名
は
「
メ
デ
ィ
ア

戦
略
推
進
事
業
」
。
こ
れ
は
、

注
目
し
て
も
ら
い
、
来
て
も

ら
え
る
町
へ
の
努
力
の
一
つ
。

かつらぎ町のここが好き

雑誌広告でかつらぎ町の知名度アップ
２年間、メディア戦略推進事業を実施

年
24
回

雑
誌
に
掲
載

Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
の

工
夫
も

　「住みここちのいいまち」としてかつらぎ町への注目が高まっている。今年から全国の雑誌に町の四季
折々の情報を掲載して「まちのよさ」をＰＲする事業も始まる。今回は、編集委員が取材をして、住民
から見た「写真で魅せるまちじまん」に取り組んでみた。

樹齢600年以上 十五社の樟樹は笠田の誇り

四季折々の花が楽しみ 堀越癪観音

世界遺産 丹生都比売神社

　1700年以上の歴史を
もち空海に高野山を授け
た守護神の神社です。高
野参詣の前に参拝するの
が習わしです。

丹生酒殿神社 大銀杏

紀の川三谷橋と万葉背ノ山の夕陽

　何げない風景でも季節
や時間や方向によりドラ
マチックな景色に見え
る。我が町は素晴らしい
自然と文化が融合してい
ます。

写真で魅せる まちじまん

木村 博胤 さん笠田東
　き  むら　ひろつぐ

嶋　 辰也 さん三谷
しま　　  たつ や

西浦 康祐 さん滝
にしうら　やすひろ

丹生 晃市 宮司
に　う こういち

丹生都比売神社

向井 友啓 副住職
むか い　ともひろ

紀州堀越癪観音

　十五社の樟樹は近畿一、
大きな樹木です。天然記
念物として昭和33年に
県指定を受け、笠田の誇
る自然資産です。

じ　ご　せ　　 くすのき

　標高650ｍの境内にて
春には枝垂桜や霧島ツツ
ジ、秋には大銀杏の黄葉
や山茶花等々、１年を通
じて楽しめます。

さ ざ ん か

し だれ

　　 おおいちょう

　三谷の丹生酒殿神社の
生命力あふれる大銀杏。
ライトアップは11年前
から続いている町の風物
詩です。

おおいちょう
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１月会議

２月会議

　

１
月
会
議
で
、
令
和
５
年
第
１
回
定
例
会
の
会
期
は
、
１

月
６
日
か
ら
12
月
27
日
の
３
５
６
日
間
と
な
っ
た
。
財
産
の

処
分
な
ど
を
審
議
、
可
決
し
た
。

　

２
月
会
議
で
は
、
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
な
ど
を
審
議
、
可
決
し
た
。

１件
７件
１件
１件

１月会議（1/６～１３）
専決処分
補正予算
条 例
事件議決

１件
１件

２月会議（２/8～１４）
補正予算
条 例

庁
舎
建
設

　

予
定
地
売
却

財
産
の
処
分

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置

損
害
賠
償
の
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

概要

　
　
　
　

庁
舎
建
設
予

　
　
　
　

定
地
だ
っ
た

　
　
　
　

総
合
文
化
会

館
西
側
の
用
地
９
３
５

２
㎡
の
普
通
財
産
を
、

株
式
会
社
ミ
モ
ナ
に
９

３
５
２
万
円
で
売
却
す

る
財
産
処
分
の
契
約
が

行
わ
れ
た
。
町
は
３
回

に
分
け
て
用
地
を
１
億

２
８
１
４
万
円
で
購
入
。

地
価
の
下
落
で
購
入
金

額
よ
り
も
低
い
金
額
で

の
売
却
と
な
っ
た
。
賛

成
多
数
で
可
決
し
た
。

　
　
　

審
査
委
員
会
で
の
意

見
は
。
買
取
金
額
は
妥
当
か
。

管
財
情
報
課
長　

雇
用
計
画

や
浸
水
想
定
区
域
の
議
論
が

多
か
っ
た
。
事
業
者
は
、
条

件
を
十
分
把
握
し
た
上
で
買

い
取
り
た
い
と
の
こ
と
。

　

売
却
価
格
は
不
動
産
鑑
定

の
鑑
定
額
を
最
低
価
格
と
し

て
公
募
、
１
社
だ
け
の
応
募

で
、
買
取
希
望
価
格
は
最
低

売
却
価
格
と
な
っ
た
。

３
回
に
分
け
て
取
得
し
た
の

で
そ
れ
ぞ
れ
単
価
が
違
う
。

取
得
価
格
の
合
計
と
売
却
価

格
の
差
は
妥
当
と
判
断
し
て

い
る
。
こ
の
土
地
を
活
用
し

な
い
ま
ま
放
置
で
き
な
い
の

で
、
民
間
に
よ
る
有
効
活
用

を
図
る
た
め
売
却
し
た
。
民

間
へ
の
売
却
に
よ
り
地
域
産

業
の
振
興
、
新
た
な
雇
用
の

創
出
、
固
定
資
産
の
税
収
も

見
込
め
る
。

問

　
　
　

昨
年
１
年
間
の
事
故

件
数
は
。

管
財
情
報
課
長　

令
和
４
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
１

月
11
日
ま
で
単
独
・
対
物
合

わ
せ
て
７
件
で
あ
る
。

問
　
　
　

多
発
す
る
公
用
車
の

交
通
事
故
対
策
と
し
て
、
公

用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
を
設
置
す
る
こ
と
は
有
効

で
あ
る
。
車
検
の
際
に
設
置

す
る
の
で
は
な
く
、
新
年
度

予
算
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ

ー
の
費
用
を
計
上
し
、
早
急

に
設
置
す
べ
き
で
あ
る
と
考

え
る
が
見
解
は
。

副
町
長　

令
和
５
年
度
に
、

全
て
の
公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
す
る
方

向
で
予
算
を
つ
け
て
い
く
。

問

　
　
　

鑑
定
に
か
か
っ
た
費

用
は
。
今
後
も
最
低
売
却
価

格
を
明
ら
か
に
す
る
の
か
。

管
財
情
報
課
長　

33
万
円
。

土
地
や
建
物
の
評
価
は
、
近

隣
地
域
の
取
引
例
や
不
動
産

鑑
定
士
の
鑑
定
評
価
を
勘
案

し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
最

低
価
格
を
設
定
し
た
い
。

問

　
　
　

鑑
定
価
格
を
最
低
売

却
価
格
と
し
て
公
表
し
、
販

売
す
る
こ
と
が
一
般
的
な
の

か
。
１
億
２
８
１
４
万
円
で

購
入
し
た
土
地
だ
が
、
再
鑑

定
し
た
ら
９
３
５
２
万
円
に

な
っ
た
。
行
政
内
の
議
論
は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）　

公
示
価
格
、
基
準
価
格
の
下

落
率
は
、
平
成
24
年
と
令
和

４
年
の
比
較
で
20
％
〜
23
％

程
度
。
取
得
し
た
土
地
は
、

問

フルーツラインから見た元庁舎建設予定地フルーツラインから見た元庁舎建設予定地フルーツラインから見た元庁舎建設予定地
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議
会
の
個
人
情
報
保
護
条
例
案
は
、
議
会
運
営
委

　
　
　
　

員
会
で
５
回
に
わ
た
っ
て
調
査
を
行
い
、
全
国
町

　
　
　
　

村
議
会
議
長
会
が
作
成
し
た
案
を
本
会
議
に
上
程

す
る
方
向
で
確
認
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
議
員
提
案
で
条
例

案
を
本
会
議
に
提
出
。
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

概要

議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
制
定

議会の

個人情報保護条例制定
　
　
　

条
例
の
目
的
が
基
本

的
人
権
の
擁
護
か
ら
個
人
の

権
利
利
益
の
擁
護
に
変
更
さ

れ
た
。
条
例
案
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
を
含
む
基
本
的
人

権
を
守
る
こ
と
を
宣
言
せ
ず
、

守
る
べ
き
範
囲
を
個
人
の
権

利
利
益
の
保
護
に
狭
め
た
。

基
本
的
人
権
の
擁
護
を
記
載

し
な
い
理
由
は
。

提
出
者　

基
本
的
人
間
は
憲

法
に
規
定
さ
れ
当
然
擁
護
す

べ
き
。
条
例
は
、
法
令
と
同

様
に
あ
え
て
記
載
せ
ず
、
個

人
の
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
守
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て

い
る
の
で
書
く
必
要
は
な
い
。

問
　
　
　

条
例
の
見
本
は
。

提
出
者　

全
国
町
村
議
会
議

長
会
の
案
文
を
尊
重
し
た
。

問
　
　
　

議
会
が
扱
う
個
人
情

報
の
具
体
的
な
姿
は
。

提
出
者　

議
会
が
保
有
す
る

個
人
情
報
は
、
陳
情
・
請
願

の
署
名
簿
、
参
考
人
、
傍
聴

人
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の

情
報
、
退
職
し
た
議
員
の
経

歴
な
ど
。

問

　
　
　

議
会
は
仮
名
加
工
情

報
と
匿
名
加
工
情
報
を
扱
う

問

こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い
の

で
、
作
成
し
な
い
こ
と
を

条
例
で
記
載
し
て
は
。
行

政
か
ら
情
報
を
受
け
取
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
目

的
が
終
了
し
た
ら
廃
棄
し

て
は
。

提
出
者　

議
会
も
町
か
ら

受
け
取
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
法
令
と
同
じ
内
容
に

す
べ
き
。
町
当
局
と
の
整

合
性
に
努
め
る
べ
き
。
廃

棄
す
る
規
定
は
、
町
の
文

書
の
保
存
年
数
の
規
定
が

あ
る
の
で
、
応
じ
た
ル
ー

ル
に
す
べ
き
。

討 

論

討 

論

討 

論

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
含

む
基
本
的
人
権
を
守
る
こ

と
を
条
例
に
書
け
な
い
と

こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
議

会
が
仮
名
加
工
情
報
や
匿

名
加
工
情
報
を
策
定
す
る

こ
と
は
想
定
し
が
た
い
。

作
成
し
な
い
こ
と
を
規
定

す
れ
ば
、
基
本
的
人
権
の

擁
護
を
宣
言
で
き
る
。

《
反
対
》
東
芝
弘
明
議
員

　

議
会
運
営
委
員
会
で
条

例
に
つ
い
て
の
調
査
を
行

い
、
そ
れ
に
基
づ
き
条
例

案
が
提
案
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
か
つ
ら
ぎ
町
の
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
条

例
と
の
整
合
も
図
ら
れ
て

い
る
な
ど
、
適
正
な
条
例

案
で
あ
る
。

《
賛
成
》
浦
中
隆
男
議
員

賛
否
が
分
か
れ
る

賛否が分かれた議案(１月会議・２月会議）

（注）溝北好一議員は、議長のため採決には加わらない。　　○は賛成　×は反対　欠は欠席

件　　　　　名
議員名

結果

大　

山

表　

具

山　

下

滝
ノ
上

羽　

根

中　

谷

藤　

本

新　

堀

浦　

中

大　

原

東　

芝

松　

岡

溝　

北

○○○○×○○○○○○○－11対１で可決

欠○○○○欠○○○○×○－９対１で可決

財産の処分について

かつらぎ町議会の個人情報の保
護に関する条例制定について
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町民町民のおもいおもいを届ける届ける6060分町民のおもいを届ける60分

21

22

23

24

25

26

27

ページ 質　　問　　事　　項 質  問  議  員

配水池等の水道のインフラ整備は

庁舎建設の仕方は

防犯・交通安全の強化は

児童館の閉館時間を午後７時に

定年退職者を集落支援員に

次期町長選挙にぜひ出馬を

公共施設にネーミングライツを

羽根　祥起

東芝　弘明

山下　慎二

松岡　宏行

藤本　憲一

大原　清明

滝ノ上万記

中阪町長

各ページ議員名の下の
二次元コードを読み取ると
ユーチューブで質問映像を
見ることができます。

写真はコロナ対策のため、パーテ
ーション越しに撮影している。

　一般質問は、町政に関する提案や質問を行うもので、持ち時間は１人60分。
　記事は質問者が作成したものである。
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羽 根 祥 起 議員

配水池等の水道のインフラ整備は
災害時に備えての事前対応は
町の責任

町 長

　
　
　

本
町
の
要
と
も
言

え
る
大
谷
・
妙
寺
２
カ
所

の
大
規
模
配
水
池
の
建
設

年
月
、
貯
水
量
、
耐
用
年

数
は
。

上
下
水
道
課
長　

大
谷
配

水
池
は
昭
和
56
年
３
月
、

貯
水
量
は
２
０
０
０
㎥
、

妙
寺
配
水
１
号
池
は
昭
和

37
年
３
月
、
貯
水
量
は
４

２
０
㎥
、
２
号
池
は
昭
和

51
年
11
月
、
貯
水
量
は
２

０
０
㎥
、
地
方
公
営
企
業

法
で
水
道
用
配
水
設
備
の

耐
用
年
数
は
60
年
と
さ
れ

て
い
る
。

問
　
　
　

妙
寺
配
水
池
の
１

号
は
、
既
に
耐
用
年
数
を

経
過
し
て
い
る
が
、
使
用

に
問
題
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長　

耐
用
年

数
は
、
あ
く
ま
で
も
目
安

問

で
あ
り
、
施
設
の
減
価
償

却
が
で
き
る
期
間
を
表
し

て
い
る
。
妙
寺
配
水
１
号

池
は
、
現
時
点
で
は
使
用

に
問
題
が
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

対
応
は
必
要
で
、
管
理
・

運
営
す
る
の
は
町
の
責
任

だ
。
安
全
面
は
も
と
よ
り
、

施
設
の
長
寿
命
化
の
観
点

か
ら
も
定
期
的
な
点
検
と

老
朽
箇
所
の
早
期
修
理
を

計
画
的
に
進
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　

各
配
水
池
に
つ
い

て
、
定
期
的
な
検
査
な
ど

は
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
行
っ
て
い
る
な
ら
、

検
査
結
果
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

上
下
水
道
課
長　

大
谷
配

水
池
が
平
成
24
年
12
月
に

耐
震
診
断
を
、
妙
寺
配
水

池
が
平
成
25
年
11
月
に
劣

化
診
断
を
実
施
し
た
。
大

谷
配
水
池
は
、
全
て
の
項

目
に
お
い
て
基
準
値
を
満

た
し
て
い
る
。
妙
寺
配
水

池
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年

数
も
経
過
し
、
劣
化
も
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
度
か
ら
更
新
計
画

を
進
め
て
お
り
、
令
和
５

年
度
予
算
に
て
詳
細
設
計
、

令
和
６
年
・
７
年
度
で
新

た
な
配
水
池
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。

問

　
　
　

水
道
水
は
、
最
も

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
る
。
本
町
の
水
道
施
設

は
整
備
さ
れ
て
か
ら
か
な

り
の
年
月
が
経
過
し
、
老

朽
施
設
も
多
い
と
思
う
が
、

有
事
を
想
定
し
て
各
施
設

の
定
期
的
な
検
査
や
更
新

は
必
要
と
考
え
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

町
長　

水
道
施
設
は
最
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

災
害
時
に
備
え
て
事
前
の

問
　
　
　

六
十
谷
水
管
橋
が

崩
落
し
、
紀
の
川
北
部
が

断
水
し
た
時
、
紀
の
川
の

南
か
ら
北
へ
の
送
水
ル
ー

ト
が
無
か
っ
た
こ
と
が
問

題
と
な
っ
た
。
本
町
で
災

害
が
起
こ
り
、
妙
寺
配
水

池
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
、
大
谷
配
水
池
か

ら
の
給
水
は
可
能
か
。

上
下
水
道
課
長　

配
水
池

の
複
線
化
を
行
っ
て
い
る
。

長
期
的
な
給
水
は
想
定
し

て
い
な
い
が
、
短
期
的
に

は
問
題
な
い
。
使
用
水
量

に
よ
っ
て
は
常
時
潤
沢
に

水
を
供
給
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

　
　
　
　
　

災
害
時
の
非

常
食
料
に
つ
い
て
質
問
し

た
。 そ

の
他

妙寺配水池（１号）妙寺配水池（１号）妙寺配水池（１号）
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庁
舎
建
設
に
関
す

る
資
料
は
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

政
策
決
定
の
前
段
階
の
議

論
に
つ
い
て
の
資
料
は
、

公
文
書
と
し
て
残
っ
て
い

な
い
。

問問
　
　
　

な
ぜ
基
本
構
想
が

こ
の
３
年
間
で
作
ら
れ
て

い
な
い
の
か
。
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
費
用
は
、
民
間

業
者
負
担
。
具
体
的
な
資

料
を
出
す
こ
と
が
業
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に

な
る
。
１
９
９
０
年
初
め

溝
端
町
長
は
、
本
庁
舎
の

一
帯
を
シ
ビ
ッ
ク
（
市

民
）
ゾ
ー
ン
と
し
て
実
現

し
た
。
大
谷
選
果
場
と
い

う
候
補
地
に
庁
舎
を
移
転

す
る
と
、
ど
れ
だ
け
の
庁

舎
機
能
を
移
転
す
る
か
が

課
題
と
な
る
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

役
場
の
ど
の
機
能
を
集
約
、

移
転
す
る
か
は
決
定
し
て

い
な
い
。

副
町
長　

基
本
構
想
は
現

在
策
定
中
。
基
本
構
想
を

定
め
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
を
行
う
。
基
本
構
想

を
固
め
る
た
め
に

は
、
候
補
地
が
非

常
に
重
要
な
問
題

に
な
る
。

問

　
　
　

基
本
構
想

は
い
つ
で
き
る
の

か
。

副
町
長　

用
地
を

買
収
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
最
終

的
な
基
本
構
想
の

詰
め
に
移
る
。

問

　
　
　

貝
塚
市
へ
視
察
に

行
っ
た
。
同
市
は
設
計
か

ら
建
設
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
い

九
度
山
町
が
同
様
の
事
業

を
実
施
し
た
。

う
手
法
を
使
っ
て
総
合
的

に
事
業
を
発
注
し
た
。
性

能
発
注
だ
っ
た
。
建
築
し

て
い
る
段
階
で
も
住
民
の

声
を
聴
き
変
更
し
て
い
た
。

住
民
の
声
を
聴
き
な
が
ら

庁
舎
を
建
設
す
る
の
か
。

町
長　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
く
。
議
員
や
若
い
世

代
、
高
齢
者
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
世
代
か
ら
も
意
見
を

聴
き
な
が
ら
進
め
る
。

問

　
　
　

岸
和
田
市

は
、
場
所
が
決
ま

っ
て
い
な
い
と
き

問

に
基
本
構
想
に
当
た
る
詳

細
な
報
告
書
を
作
っ
て
い

る
。
同
市
は
い
ろ
い
ろ
な

段
階
で
住
民
の
意
見
を
聴

い
て
い
る
。
基
本
構
想
が

で
き
た
ら
案
の
段
階
で
住

民
や
議
会
に
意
見
を
求
め

る
の
か
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

基
本
構
想
を
策
定
し
た
ら

広
く
公
表
し
た
い
。

庁舎建設の仕方は
意見を聴きながら進める町 長

　
　
　

近
隣
市
町
村
の
そ

の
後
の
変
化
は
。

産
業
観
光
課
長　

橋
本
市
、

問

　
　
　

本
町
が
先
ん
じ
て

や
っ
て
い
た
こ
と
が
他
の

自
治
体
に
広
が
っ
た
の
で

は
。

町
長　

絶
対
必
要
な
事
業

と
、
あ
れ
ば
助
か
る
事
業

が
あ
る
。
農
業
が
衰
退
す

る
中
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
べ
き
か
と
い
う
と
こ

ろ
で
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。

問

　
　
　

日
本
一
の
果
樹
産

地
事
業
は
、
県
３
分
の
１
、

町
３
分
の
１
の
上
乗
せ
補

助
。
ど
う
し
て
廃
止
さ
れ

た
の
か
。

産
業
観
光
課
長　

近
隣
市

町
村
に
同
様
の
補
助
制
度

は
な
か
っ
た
。
利
用
者
が

農
業
者
の
総
数
の
２
・
３

％
だ
っ
た
。

問 な
ぜ
農
業
の
単
独
事
業
を

　
　
　
　
　

廃
止
し
た
の
か

　
　
　

ど
の
段
階
で※

サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行

う
の
か
。

参
事（
総
務
・
厚
生
担
当
）

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

と
は

　

対
話
型
市
場
調
査
の

意
味
で
、公
募
に
よ
り
民

間
業
者
か
ら
広
く
意
見

や
提
案
を
求
め
、そ
れ
を

事
業
に
生
か
す
方
法
。

ドローンで撮影した本庁舎ドローンで撮影した本庁舎ドローンで撮影した本庁舎
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防犯・交通安全の強化は
できる人が、できる時に、
できることをする活動を

教育長

　
　
　

過
去
に
登
下
校
中

の
事
故
、
事
件
等
の
件
数

と
内
容
は
。

教
育
総
務
課
長　

事
故
件

数
は
、
小
学
校
で
は
令
和

３
年
度
は
０
件
、
中
学
校

で
は
１
件
。

生
涯
学
習
課
長　

事
件
等

の
情
報
件
数
は
、
令
和
３

年
度
で
は
、
不
審
者
情
報

は
４
件
。

問
　
　
　

安
全
に
対
す
る
情

報
発
信
と
共
有
は
。

生
涯
学
習
課
長　

か
つ
ら

ぎ
警
察
と
連
携
し
、
不
審

者
情
報
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
、
学
童
保
育
、
幼
稚
園
、

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
、

公
民
館
、
児
童
館
へ
Ｅ
メ

ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

て
発
信
し
、
注
意
喚
起
を

促
す
と
と
も
に
、
情
報
の

問

共
有
を
行
っ
て
い
る
。
状

況
に
応
じ
て
職
員
が
巡
回

を
行
っ
て
い
る
。

策
機
器
を
効
果

的
に
活
用
し
な

が
ら
、
で
き
る

人
が
、
で
き
る

時
に
、
で
き
る

こ
と
を
す
る
活

動
の
輪
が
広
が

っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
う
。

化
す
る
と
と
も
に
、
環
境

問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開

催
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

「
な
が
ら
見
守

り
」
活
動
を
住
民
に
お
願

い
し
て
は
。

教
育
総
務
課
長　

子
ど
も

た
ち
の
安
全
確
保
は
、
地

域
の
力
を
借
り
る
こ
と
な

く
進
め
る
の
は
難
し
い
。

地
域
の
見
守
り
活
動
に
携

わ
る
人
も
減
少
し
て
お
り
、

日
常
活
動
を
行
う
際
、
防

犯
の
視
点
を
持
っ
て
も
ら

う
「
な
が
ら
見
守
り
」
は

非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。

現
行
の
活
動
の
輪
を
広
げ

た
い
。

問
　
　
　

今
後
の
地
域
と
の

連
携
は
。

教
育
長　

学
校
に
お
け
る

安
全
教
育
は
、
定
期
的
な

訓
練
の
み
な
ら
ず
、
日
々

の
地
道
な
教
育
活
動
の
中

に
こ
そ
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
現
代
社
会

に
お
い
て
、
予
想
を
は
る

か
に
超
え
る
と
い
う
現
実

が
あ
る
。
将
来
を
見
据
え
、

防
犯
カ
メ
ラ
等
の
安
全
対

問

　
　
　

ご
み
袋
の
多
言
語

表
示
は
可
能
か
。

環
境
課
長　

日
本
語
表
記

が
分
か
り
づ
ら
い
外
国
人

が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

多
言
語
と
と
も
に
、
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
導
入
も
検
討
す
る
。

問

　
　
　

環
境
啓
発
す
る
取

り
組
み
は
。

環
境
課
長　

分
別
用
ご
み

袋
の
無
料
配
布
、
補
助
金

や
奨
励
金
を
交
付
し
、
資

源
の
有
効
活
用
を
促
進
し

て
い
る
。
情
報
発
信
を
強

問

　
　
　

環
境
美
化
意
識
の

向
上
は
。

町
長　

長
期
総
合
計
画
に

掲
げ
た
将
来
像
を
実
現
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ご
み
の
適
正
な
処
理
、
３

Ｒ
運
動
の
推
進
な
ど
、
ク

リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
。

問

　
　
　

無
料
配
布
袋
（
プ

ラ
・
ペ
ッ
ト
）
の
枚
数
変

更
は
可
能
か
。

環
境
課
長　

世
帯
ご
と
に

配
布
枚
数
を
変
え
る
の
は

問 資
源
循
環
型
社
会
の

　
　
　
　

実
現
に
向
け
て

現
状
難
し
い
面
が
あ
り
、

今
後
も
一
律
配
布
と
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
基
に
配
布
枚

数
を
再
考
し
た
い
。 「ながら運動」お散歩をしながら

「わんわんパトロール」

子どもたちや地域の人々を見守る
活動の輪を広げる
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少
子
化
に
よ
り
子

ど
も
会
、
育
成
会
の
組
織

は
。

生
涯
学
習
課
長　

74
子
ど

も
会
で
22
、
19
育
成
会
で

２
組
織
が
休
会
。

問

　
　
　

利
用
が
多
い
館
に

複
数
配
置
し
て
は
。

教
育
長　

複
数
配
置
を
検

討
し
た
い
。

問
　
　
　

児
童
厚
生
員
の
複

数
配
置
と
閉
館
時
間
を
午

問

　
　
　

四
郷
児
童
館
の
よ

う
に
午
後
５
時
以
降
親
が

迎
え
に
く
る
実
例
が
あ
る

の
で
、
取
り
組
ん
で
は
。

町
長　

児
童
館
が
親
の
就

労
を
カ
バ
ー
さ
せ
る
と
い

う
考
え
方
に
は
無
理
が
あ

る
。 問

　
　
　

広
島
市
は
常
時
職

員
２
人
体
制
で
閉
館
時
間

は
午
後
６
時
30
分
。
２
月

に
保
護
者
と
の
懇
談
で
、

児
童
館
の
時
間
延
長
を
午

後
７
時
に
し
て
子
育
て
支

問

　
　
　

子
ど
も
会
の
経
験

が
成
長
に
大
き
く
関
わ
る

の
で
は
。

教
育
長　

豊
か
な
成
長
に

は
地
域
に
学
校
、
家
庭
で

も
な
い
第
三
の
居
場
所
が

大
切
。
組
織
は
、
地
域
の

実
情
な
ど
に
合
わ
せ
て
一

緒
に
取
り
組
み
た
い
。

問
　
　
　

ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、

小
学
生
の
放
課
後
の
過
ご

し
方
は
児
童
館
21
・
７
％
、

学
童
保
育
14
％
。
児
童
館

の
利
用
状
況
と
職
員
体
制
、

開
館
時
間
は
。

問

生
涯
学
習
課
長　

８
館
開

館
。
１
日
10
〜
30
人
ぐ
ら

い
。
児
童
厚
生
員
１
人
常

勤
。
基
本
的
に
は
午
後
１

時
15
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
四
郷
児
童
館
は
午
後

２
時
15
分
か
ら
午
後
６
時
。

い
け
な
い
が
、
た
だ
、
私

は
児
童
館
の
時
間
延
長
の

声
を
聞
い
て
い
な
い
。

援
す
る
よ
う
一
般
質
問
す

る
と
伝
え
る
と
、
実
現
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
か

っ
た
。
広
島
市
や
全
国
の

実
例
を
見
習
っ
て
、
閉
館

時
間
を
午
後
７
時
に
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
保

障
す
る
の
か
。
時
間
延
長

し
て
も
か
な
り
の
課
題
、

問
題
が
あ
る
。
今
後
の
方

策
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば

後
７
時
に
取
り
組
ん
で
は
。

町
長　

職
員
の
複
数
配
置

は
法
の
趣
旨
を
考
え
れ
ば

議
員
の
言
う
と
お
り
。
利

用
実
態
や
総
合
的
な
機
能

を
視
野
に
入
れ
持
続
可
能

な
も
の
に
な
ら
な
け
れ
ば

と
考
え
る
。

児童館の閉館時間を午後７時に
時間延長してもかなりの課題、
問題がある

町 長

　
　
　

資
材
補
助
制
度
と

は
。

建
設
課
長　

農
道
、
か
ん

が
い
排
水
設
備
、
た
め
池

な
ど
の
農
林
業
工
事
に
対

し
て
直
接
工
事
費
の
80
％

を
補
助
。
累
計
で
８
２
８

件
補
助
し
て
残
43
件
。

問

95
％
に
増
額
し
て
も
、
現

実
的
に
は
工
事
費
の
半
分

以
上
が
受
益
者
負
担
と
な

る
。
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
、
耕
作
放
棄
地
が
増
加

す
る
中
、
農
家
を
支
援
す

る
た
め
に
補
助
率
を
増
額

し
て
は
。
さ
ら
に
は
制
度

を
見
直
し
て
は
。

町
長　

予
算
を
増
額
し
て

申
請
者
に
補
助
し
、
補
助

率
の
検
討
を
加
え
て
い
く
。

　
　
　

農
道
の
整
備
で
の

受
益
者
負
担
が
、
高
齢
化

で
の
廃
業
や
耕
作
放
棄
の

機
会
と
な
る
。
直
接
工
事

費
の
補
助
率
を
80
％
か
ら

問 資
材
補
助
制
度
の
補
助
率
増
額
を

子どもたちが遊ぶ中飯降児童館子どもたちが遊ぶ中飯降児童館子どもたちが遊ぶ中飯降児童館
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藤 本 憲 一 議員

定年退職者を集落支援員に
導入が必要か議論・検討町 長

　
　
　

定
年
退
職
後
の
居

場
所
と
出
番
に
つ
い
て
提

案
し
た
い
。

　

退
職
者
が
最
も
長
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る

の
が
地
元
地
域
で
あ
る
。

リ
タ
イ
ア
後
住
み
続
け
た

地
域
に
居
心
地
の
悪
さ
を

初
め
て
感
じ
、
家
庭
に
閉

じ
こ
も
り
地
域
社
会
か
ら

埋
没
し
た
先
に
は
、
高
齢

者
の
孤
立
が
待
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
居
場
所
づ
く

り
が
大
事
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
居
場
所
だ
け
で
は
不

安
で
物
足
り
な
い
の
で
出

番
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

地
域
で
の
居
場
所
と
出
番

に
自
治
区
役
員
、
民
生
児

童
委
員
、
見
守
り
隊
が
あ

る
。
各
地
域
は
、
役
員
不

足
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状

を
考
え
、
役
場
退
職
者
に

問

斡
旋
指
導
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　

近
年
、
自
治

区
役
員
や
民
生
児
童
委
員

の
な
り
手
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
。
自
治
区
役
員

は
、
各
地
域
に
お
い
て
選

出
さ
れ
て
お
り
、
退
職
者

に
対
し
推
薦
指
導
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

は
有
効
な
手
段
の
一
つ
で

あ
る
。

ど
ん
な
地
域
課
題
が
あ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
。
だ
か

ら
、
支
援
員
の
導
入
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
議
論
・
検
討
が
必
要
。

　
　
　

町
長
が
就
任
し
て

３
年
半
。
昔
の
慣
例
を
ど

ん
ど
ん
な
く
し
、
新
し
い

仕
組
み
を
考
え
て
き
た
町

長
で
あ
る
。
集
落
支
援
員

制
度
を
こ
の
機
会
に
導
入

し
て
は
。

町
長　

有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な

形
で
導
入
し
て
い
く
か
が

す
ご
く
重
要
で
あ
る
。
町

と
し
て
は
集
落
支
援
員
を

置
い
て
、
何
を
し
て
も
ら

う
の
か
も
重
要
で
あ
る
。

地
域
の
中
で
少
し
声
か
け

が
で
き
る
よ
う
な
人
が
支

援
員
で
あ
る
。
役
場
の
Ｏ

Ｂ
の
人
も
含
め
て
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
退
職
し
た

人
々
が
存
在
す
る
。
そ
の

地
域
の
こ
と
を
あ
る
程
度

よ
く
知
っ
て
い
て
声
か
け

が
で
き
る
、
顔
の
見
え
る

関
係
の
中
で
の
役
割
を
果

た
せ
る
人
に
担
っ
て
も
ら

う
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

集
落
支
援
員
を
入
れ
る

か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

問

　
　
　

今
年
役
場
の
退
職

者
は
多
い
と
聞
い
て
い
る
。

40
年
近
い
年
月
を
町
民
に

育
て
て
も
ら
っ
た
地
域
に
、

恩
返
し
し
よ
う
と
い
う
貢

献
か
ら
地
域
の
活
動
に
率

先
し
て
入
っ
て
い
く
方
法

と
し
て
※

集
落
支
援
員
制

度
が
あ
る
。
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
手
伝
い
を
し
て
い
く
、

新
た
な
手
法
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
か
。

副
町
長　

住
民
や
地
域
が

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
、
よ
り
主
体
的
に
地

域
の
活
動
や
町
政
に
参
画

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

地
域
活
動
の
活
性
化
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

集
落
支
援
員
制
度
の
活
用

問

※
集
落
支
援
員
と
は

　

地
域
の
実
情
に
詳
し

く
、集
落
対
策
の
推
進
に

関
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見

を
有
し
た
人
材
に
、地
方

自
治
体
が
委
嘱
し
て
、集

落
の「
目
配
り
役
」と
な

っ
て
も
ら
う
国
の
取
り
組

み
。

地域に集落支援員を（写真はイメージ）地域に集落支援員を（写真はイメージ）地域に集落支援員を（写真はイメージ）
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大 原 清 明 議員

　
　
　

町
長
に
は
、
次
期

町
長
選
挙
に
ぜ
ひ
出
馬
し
、

引
き
続
き
の
政
策
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

町
長　

公
約
の
最
上
位
に

あ
っ
た
防
災
行
政
無
線
の

整
備
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
は
喜
び
の
声
も
あ

り
、
不
十
分
さ
は
あ
る
も

問

組
む
と
と
も
に
、
子
ど
も

を
育
て
る
こ
と
が
楽
し
く

な
る
、
子
育
て
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

こ
と
が
、
誰
も
が
住
み
や

す
い
と
感
じ
る
希
望
の
持

て
る
町
、
か
つ
ら
ぎ
町
に

な
る
と
考
え
る
。

　

わ
が
町
、
か
つ
ら
ぎ
町

は
、
四
季
折
々
の
フ
ル
ー

ツ
が
楽
し
め
る
フ
ル
ー
ツ

王
国
で
あ
り
、
世
界
遺
産

や
日
本
遺
産
な
ど
の
歴
史
、

文
化
に
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら

し
い
町
で
あ
り
、
京
奈
和

自
動
車
道
や
国
道
４
８
０

号
鍋
谷
峠
道
路
な
ど
の
交

通
の
利
便
性
が
高
い
こ
と

か
ら
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
相
当
高
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
の
町
の
発
展

は
、
役
場
は
も
と
よ
り
、

町
議
会
議
員
、
企
業
、
そ

し
て
、
住
民
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
オ
ー
ル
か
つ
ら

ぎ
で
取
り
組
む
こ
と
で
成

し
得
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

の
の
、
１
期
目
の
町
政
に

つ
い
て
一
定
の
評
価
を
も

ら
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
の
一
つ
の

指
標
と
し
て
「
い
い
部
屋

ネ
ッ
ト
『
街
の
幸
福
度
ラ

ン
キ
ン
グ
』
お
よ
び
『
住

み
続
け
た
い
街
ラ
ン
キ
ン

グ
』
２
０
２
２
〈
和
歌
山

県
版
〉」
に
お
い
て
、
か

つ
ら
ぎ
町
が
そ
れ
ぞ
れ
の

項
目
で
第
１
位
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
「
街
の
ラ

ン
キ
ン
グ
」
と
い
う
指
標

に
お
い
て
は
、
一
定
の
評

価
を
も
ら
っ
て
い
る
が
、

い
ま
だ
本
町
に
は
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
道
半
ば

の
事
業
が
多
く
残
っ
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
「
住
ん
で
良
か
っ
た
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
住

み
続
け
た
い
」
と
い
う

「
希
望
の
持
て
る
町
か
つ

ら
ぎ
町
」
と
す
る
た
め
、

本
年
９
月
頃
に
挙
行
さ
れ

る
次
期
町
長
選
挙
に
出
馬

し
て
、
再
度
、
町
長
と
し

て
ま
ち
づ
く
り
の
先
頭
に

立
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

今
後
４
年
間
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
重
点

項
目
を
６
項
目
考
え
て
い

る
。
防
災
・
減
災
対
策
、

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ

く
り
、
福
祉
と
健
康
の
ま

ち
づ
く
り
、
移
住
・
定
住

施
策
の
推
進
、
地
域
資
源

を
生
か
し
た
産
業
・
観
光

の
振
興
、
そ
し
て
行
財
政

改
革
の
６
項
目
を
考
え
て

い
る
。

　

今
ま
で
取
り
組
み
、
で

き
た
重
点
項
目
を
引
き
継

ぎ
な
が
ら
も
、
今
後
も
40

年
以
内
に
90
％
程
度
の
確

率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
か
ら
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
、
さ
ら
な

る
防
災
減
災
対
策
に
取
り

次期町長選挙にぜひ出馬を
町長選挙に出馬する町 長

　
　
　
　
　

「
行
財
政
改

革
」
「
防
災
・
減
災
対

策
」
「
産
業
・
観
光
・
移

住
定
住
対
策
」
「
子
育
て

し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」

「
福
祉
と
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
５
項
目
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
の
取
り
組

み
状
況
を
質
問
し
た
。

そ
の
他

答弁する中阪町長答弁する中阪町長答弁する中阪町長
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公共施設にネーミングライツを
導入に向け取り組む企画公室長

　
　
　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
と
は
、
地
方
公
共
団
体

が
建
物
や
施
設
の
愛
称
を

つ
け
る
権
利
を
売
り
、
そ

れ
を
買
っ
た
企
業
か
ら
対

価
と
し
て
料
金
を
受
け
取

り
、
施
設
の
維
持
管
理
な

ど
の
財
源
と
す
る
制
度
で

あ
る
。
例
え
ば
町
立
か
つ

ら
ぎ
体
育
セ
ン
タ
ー
は
、

建
設
か
ら
40
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ

に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を

設
定
し
広
告
料
収
入
を
得

て
、
そ
の
お
金
を
も
っ
て

修
繕
費
等
に
充
て
て
は
ど

う
か
と
考
え
る
が
。

企
画
公
室
長　

導
入
に
向

け
取
り
組
む
。
町
が
保
有

す
る
施
設
の
運
営
、
維
持

管
理
に
充
て
る
新
た
な
財

源
を
確
保
し
、
安
定
的
な

施
設
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供

問

を
図
る
と
い
う
面
で
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入

は
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

考
え
る
。
先
進
事
例
や
近

隣
市
町
の
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
本
町
に
と
っ
て
、

ま
た
は
企
業
側
に
と
っ
て

も
有
効
な
制
度
と
な
る
よ

う
導
入
に
向
け
て
前
向
き

に
取
り
組
み
た
い
。

で
き
る
点
や
、
目
標
冊
数

を
読
み
切
っ
た
と
き
に
は

達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
あ
と
何
冊
で
達
成

で
き
る
の
か
と
い
う
見
通

し
を
立
て
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
読
書
率
ア
ッ
プ

へ
と
つ
な
げ
る
た
め
の
一

つ
の
手
段
に
な
る
と
考
え

る
。

　

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
に
と
っ
て
も
、
子

ど
も
が
小
さ
い
と
き
に
ど

う
い
う
本
を
与
え
て
い
た

の
か
、
子
育
て
の
記
録
と

　
　
　

読
書
通
帳
を
導
入

す
る
目
的
は
、
読
書
離
れ

が
深
刻
化
す
る
中
で
も
、

読
書
通
帳
を
導
入
し
た
図

書
館
で
は
利
用
者
が
増
加

し
て
い
る
と
い
う
実
績
が

あ
る
。
そ
の
活
用
事
例
は

さ
ま
ざ
ま
。
全
て
の
世
代

に
お
い
て
有
意
義
な
ツ
ー

ル
と
な
る
。
本
町
と
し
て

導
入
の
考
え
は
。

教
育
長　

読
書
通
帳
の
特

徴
は
、
読
ん
だ
本
の
数
が

明
確
に
な
る
こ
と
で
冊
数

の
目
標
を
立
て
る
こ
と
が

問 「
読
書
通
帳
」を
導
入
し
読
書
率

　
　

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
は
ど
う
か

読
書
率
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る

手
段
だ
と
考
え
る

教
育
長

し
て
残
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
子
育
て
世
代
の

人
々
に
と
っ
て
も
魅
力
の

あ
る
も
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
読
書
通
帳

を
導
入
す
る
に
は
、
機
器

や
通
帳
（
手
帳
）
の
費
用

が
必
要
と
な
る
た
め
、
今

後
費
用
負
担
を
企
業
と
連

携
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、

ど
の
よ
う
に
す
る
の
が
良

い
の
か
調
査
し
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

読書通帳の例
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空
き
家
対
策
の
現
状
を
調
査

１
月
19
日
、
３
月
１
日

委
員
会
を
開
催
。

き
家
対
策
に
つ
い
て
担
当

課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

建
設
課
か
ら
は
、
不
良

空
家
除
却
の
相
談
件
数
お

よ
び
指
導
状
況
の
説
明
、

　

１
月
19
日
は
、
所
管
事

務
調
査
と
し
て
、
町
の
空

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
建
設
の

　

貝
塚
市
新
庁
舎
視
察

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
は

　

公
共
施
設
等
の
建

設
・
維
持
管
理
・
運
営

等
を
民
間
の
資
金
や
経

営
能
力
お
よ
び
技
術
的

能
力
を
活
用
し
て
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
実
施

し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
。

不
良
空
家
除
去
補
助
事
業

の
内
容
説
明
を
受
け
る
。

さ
ら
に
、
所
有
者
お
よ
び

管
理
者
が
確
知
で
き
な
い

不
良
空
家
の
略
式
行
政
代

執
行
を
令
和
３
年
11
月
お

よ
び
令
和
４
年
３
月
に
実

施
し
た
と
の
報
告
を
受
け

た
。

　

企
画
公
室
か
ら
は
、
空

き
家
の
活
用
に
つ
い
て
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録

状
況
と
改
修
補
助
事
業
の

説
明
を
受
け
た
。
令
和
４

年
８
月
か
ら
本
町
全
域
が

移
住
推
進
地
域
指
定
を
受

け
た
こ
と
で
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
パ
ー
ソ
ン
お
よ
び
受

入
協
議
会
を
設
置
し
た
と

報
告
を
受
け
た
。

　

３
月
１
日
に
は
、
令
和

５
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、

委
員
会
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。

 

２
月
13
日
に
、
※

Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
で
建
設
中
の
貝
塚
市

役
所
を
視
察
し
た
。

　

貝
塚
市
新
庁
舎
は
、
ぜ

い
た
く
で
優
雅
な
施
設
で

は
な
く
、
住
民
の
意
見
を

最
大
限
に
取
り
入
れ
た
、

住
民
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
施
設
で
あ
る
と
感
じ
た
。

各
委
員
か
ら
も
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
町
民
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
等
、
柔
軟
に
住
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
庁
舎

建
設
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
の
意
見
が
出
た
。

視察視察
研修報告研修報告
視察
研修報告

深刻になっている空き家（写真はイメージ）

説明する貝塚市職員説明する貝塚市職員説明する貝塚市職員



委員会報告

議会だよりかつらぎ
202３.5.1　97号29

中
学
校
の
授
業
見
学
と
給
食
体
験

文
化
芸
術
で
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　

東
温
市
を
視
察

　

２
月
20
日
か
ら
２
日
間
、

愛
媛
県
東
温
市
を
視
察
し

た
。「
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
と
う
お
ん
構
想
」「
愛

媛
大
学
医
学
部
と
の
連
携

事
業
」
に
つ
い
て
の
説
明

を
受
け
た
。
文
化
交
流
拠

点
か
ら
地
域
文
化
を
発
信

し
、
地
域
の
歴
史
や
伝
統

文
化
を
、
市
民
と
と
も
に

ど
う
受
け
継
い
で
い
く
か

の
構
想
を
聞
い
た
。

　

ま
た
、
医
療
連
携
で
は
、

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
、

市
民
の
健
康
状
態
の
把
握
、

地
域
産
業
と
の
健
康
産
業

創
出
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本

町
も
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
や

方
向
性
を
決
め
て
い
く
必

要
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

視察視察
研修報告研修報告
視察
研修報告

１
月
23
日
、３
月
２
日

委
員
会
を
開
催
。

会
を
行
っ
た
。

　

授
業
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

上
手
に
使
用
し
な
が
ら
進
め

ら
れ
て
い
た
。
自
分
の
考
え

を
求
め
る
質
問
も
多
く
、
現

代
社
会
で
の
重
要
性
を
感
じ

た
。
給
食
は
、
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

中
黙
食
の
推
奨
で
、
生
徒
た

ち
の
楽
し
い
会
話
が
聞
け
ず

に
残
念
だ
っ
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
学
力
、

体
力
、
不
登
校
生
徒
に
関
す

る
内
容
を
校
長
か
ら
聞
い
た
。

多
様
な
生
徒
に
対
す
る
先
生

た
ち
の
対
応
や
、
学
校
の
取

り
組
み
や
活
動
に
つ
い
て
も

説
明
を
受
け
た
。

　

３
月
２
日
は
、
令
和
５
年

度
予
算
に
つ
い
て
、
委
員
会

と
し
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

っ
た
。

　

ま
た
、
２
月
会
議
で
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
た
「
『
保
育

士
配
置
の
最
低
基
準
の
引
き

上
げ
と
保
育
予
算
の
大
幅
な

増
額
を
求
め
る
』
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書
」
に

つ
い
て
は
、
３
月
の
委
員
会

で
審
議
さ
れ
、
出
席
委
員
全

員
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。

　

１
月
23
日
は
、
妙
寺
中
学

校
を
訪
問
し
、
授
業
見
学
、

給
食
体
験
お
よ
び
意
見
交
換

授業風景（妙寺中学校）

視察研修風景

と
う
お
ん



委員会報告

議会だよりかつらぎ
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Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
と

　
　
　
　

意
見
交
換
会
を
開
催

安
堵
町
議
会
が

 　
　
　
　

 

視
察

１
月
６
日
、
２
月
16
日
、

３
月
16
日
委
員
会
を
開
催
。

　

１
月
６
日
は
、
令
和
５
年
度

議
会
モ
ニ
タ
ー
募
集
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
１
月
13
日
の
議
員

全
員
協
議
会
で
報
告
し
た
。
ま

た
、
３
月
16
日
に
は
、
令
和
５

年
度
議
会
モ
ニ
タ
ー
選
考
を
行

っ
た
。

　

１
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ

か
み
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

た
。
議
員
13
人
、
Ｊ
Ａ
15
人
の

参
加
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
県
内
統

合
、
町
内
の
農
業
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
議
会
モ
ニ
タ
ー

と
の
懇
談
会
を
３
月
16
日
に
開

催
し
た
。
令
和
４
年
度
を
振
り

返
っ
て
意
見
を
も
ら
っ
た
。

日
時　

令
和
４
年
12
月
26
日

場
所　

橋
本
市
教
育
文
化
会
館

講
演　

「
人
口
減
少
時
代
に
地

方
議
会
が
な
す
べ
き
こ
と
」

講
師　

関
東
学
院
大
学
法
学
部

地
域
創
生
学
科　

　
　
　
　

教
授　

牧
瀬　

稔
氏

日
時　

令
和
５
年
２
月
７
日

場
所　

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ

ン
タ
ー

講
演　
「
質
問
力
の
向
上
と
政

策
提
言
」

講
師　

自
治
体
議
会
研
究
所　

　
　
　

代
表　

高
沖　

秀
宣
氏

伊
都
橋
本
四
市
町
議
員

研
修
会

紀
北
ブ
ロ
ッ
ク
町
村
議
会

議
長
会
全
議
員
研
修
会

　

１
月
24
日
、
奈
良
県

生
駒
郡
安
堵
町
の
議
員

全
員
が
議
会
だ
よ
り
編

集
の
視
察
に
訪
れ
た
。

安
堵
町
は
斑
鳩
町
の
隣

の
町
で
面
積
は
４
・
31

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

全
国
で
３
番
目
に
面
積

の
小
さ
な
町
。
研
修
で

は
、
安
堵
町
の
議
員
の

質
問
に
各
委
員
が
答
え

た
。
写
真
の
多
さ
、
分

か
り
や
す
い
編
集
に
意

見
が
集
中
し
た
。

表紙写真紹介

議員議員
研修報告研修報告
議員

研修報告 JAとの意見交換会JAとの意見交換会JAとの意見交換会

視察風景視察風景視察風景

あ
ん
ど

　４月10日、妙寺小学
校の入学式。新１年生と
笑顔あふれる保護者の皆
さん。



　さて、「かつらぎ町の公報」と「議会だより
情報誌」についても、両方が共に重複して同
じ内容の記事となり易い面をもつ。
　そこで、町の公報と差別化した特色が力強
く強調された内容の「議会だより情報誌」を
新たに創作していく必要性が発生している。
　        　　　　　　　　　　（70代男性）

議会モニターの声
令和4年度
委員会報告

議会だよりかつらぎ
202３.5.1　97号31

　町民の声を議会運営に反映するため、議会モ
ニター制度を実施している。提出された感想等
レポートの一部を原文のまま抜粋し掲載する。

　映像配信を視聴して気づいた点ですが、採
決の時、賛成の方の起立を議長が求めた場合
「全員起立」の時は問題ないのですが、「起
立多数」の時「採決」の画面文字が大きくて
議員席が見えにくいです。ですから、「採
決」の文字の大きさと画面の位置を検討して
いただければと思います。　　　　　　　    
                                       （70代男性）

　新議員さん達は、熱心に取り組んでる様子
が伝わってきました。初心を忘れることなく、
町民公平に尽していただきたく思います。
　異論はある場合は徹底的に、又、町民の為
に知り得た情報開示もお願いしたいです。
　　　　　　　　　　　　　（70代女性）

　　　　　　　　　　　　　　

　今話題となっているところのインボイス制
度の趣旨と内容と必要性等を、深く洞察する
ことなく、ただ表面的に、皮層的にそして、
うわすべり的に捉えて発言している者たちが
比較的に多いと云うことである。
                                       （70代男性）

回答：指摘のとおり「採決」の文字が大きく
議員の起立状況が見えないため、「採決」の
文字を小さくし、表示場所も変更しました。
　これからも改善をしますので、ご意見をお
願いします。

　　　　　　　　　　　　　　

　高齢者の方々が議会だよりを見てなるほど
と思える内容が１ページでもあると良いと思
います。
　議会だよりが待ち遠しくなる内容が大切と
思います。　　　　　　　　  （80代女性）

　　　　　　　　　　　　　　

（９５号の掲載記事）

議会だより編集特別
委員会

議会だよりを読んで

総務産業常任委員会

本会議 映像配信を視聴して



農業
次世代
シリーズ

かつらぎ町の「農業」を担うのは君だ ！
がんばる人
紹  介

和歌山県かつらぎ町議会：〒649-7192  和歌山県伊都郡かつらぎ町大字丁ノ町2160番地
TEL.0736-22-0300㈹ FAX.0736-22-0604 https://www.town.katsuragi.wakayama.jp/gikai/

町議会
ホームページ

和歌山県
かつらぎ町議会

西
渋
田

世
儀 

哲
哉
さ
ん

　
　
　
　

（
55
歳
）

せ　

ぎ   

て
つ 

や

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
西

渋
田
で
す
。
毎
年
友
人

の
畑
の
手
伝
い
に
行
っ

て
い
て
、
自
分
も
挑
戦

し
た
い
と
思
い
、
始
め

ま
し
た
。

　

現
在
７
反
で
主
に
平

核
無
柿
を
作
っ
て
い
ま

す
。
会
社
員
を
辞
め
て

の
就
農
で
し
た
が
、
子

育
て
も
ひ
と
段
落
し
た

こ
と
で
妻
も
応
援
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
は
為
に
な
る
記

事
も
あ
り
読
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

新
城戸

田 

真
寿
さ
ん

　
　
　
　

（
30
歳
）

と　

だ   

ま
さ
と
し

　

大
阪
で
の
会
社
員
時

代
で
は
勤
務
が
激
務
で

家
族
と
の
時
間
を
全
く

作
れ
な
い
こ
と
に
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
、
地
方
移

住
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

和
歌
山
在
住
の
友
人
に

「
和
歌
山
良
い
と
こ
や

で
！
」
と
聞
き
い
ろ
ん

な
市
町
村
を
調
べ
、
か

つ
ら
ぎ
町
が
住
む
に
も

子
育
て
す
る
に
も
一
番

魅
力
を
感
じ
移
住
し
ま

し
た
。
現
在
１
町
半
で

き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
、

米
、
柿
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
お
借
り
す
る
農

地
は
耕
作
放
棄
地
と
決

め
て
い
ま
す
。
理
由
は

地
権
者
の
人
に
少
し
で

も
長
く
農
業
を
続
け
て

ほ
し
い
か
ら
。
将
来
は

農
業
と
障
害
者
福
祉
の

連
携
に
携
わ
り
た
い
で

す
。

志
賀木

村 

光
宏
さ
ん

　
　
　
　

（
24
歳
）

き 

む
ら  

み
つ
ひ
ろ

　

大
学
卒
業
後
は
農
業

関
係
の
企
業
に
就
職
が

決
ま
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
曾
祖
父
の
住
ん
で

い
た
家
が
志
賀
に
あ
っ

た
こ
と
で
、
専
業
農
家

と
し
て
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
就
農
２
年

目
。
現
在
４
反
半
で
茄

子
と
玉
ネ
ギ
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
技
術
を
向
上

さ
せ
て
面
積
当
た
り
の

収
穫
量
を
増
や
し
て
い

き
た
い
。
経
費
高
騰
に

対
す
る
情
報
や
補
助
が

あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

丁
ノ
町

北
浦 

康
臣
さ
ん

　
　
　
　

（
40
歳
）

き
た
う
ら  

や
す
と
み

　

両
親
は
兼
業
農
家
で

主
に
お
米
を
作
っ
て
い

ま
す
。
私
は
会
社
員
の

傍
ら
、
休
日
に
手
伝
う

農
業
に
少
し
ず
つ
魅
力

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
両
親
の
年

齢
も
考
え
、
退
職
し
就

農
す
る
こ
と
に
決
め
ま

し
た
。
現
在
６
反
で
主

に
葉
物
野
菜
や
夏
野
菜

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
規
模
も
拡
大
し

つ
つ
、
町
や
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
お
役
に
立

ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

新規就農された方を紹介します。

三
谷立

石 

和
也
さ
ん

　
　
　
　

（
40
歳
）

た
て
い
し  

か
ず  

や

　

移
住
し
た
き
っ
か
け

は
、
引
っ
越
す
前
か
ら

移
住
を
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
、
現
在
す
る

柿
栽
培
の
方
法
を
教
え

て
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
が
い
た
た
め
、
思

い
切
っ
て
引
っ
越
し
を

決
意
し
ま
し
た
。
今
は
、

１
町
２
反
で
柿
全
般

（
渋
柿
〜
甘
柿
）
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
将
来

は
か
つ
ら
ぎ
町
の
農
業

が
さ
ら
に
発
展
す
る
た

め
の
取
り
組
み
に
関
わ

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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